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第204号栄村議会報

令和４年９月定例会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

◆令和４年度　栄村一般会計補正
予算（第４号）

・国民年金法および地方公務員等共済組合法の一部改定による会計年度任用
職員の社会保険料：14,419千円
・住民税非課税世帯臨時特別交付金：3,000千円
・中山間地域直接支払交付金：2,898千円
・箕作泉平線道路改良工事交付金対象事業額の増額：5,522千円他
・補正額：16,426千円

◆令和４年度　栄村国民健康保険
特別会計（施設勘定）補正予算
（第２号）

・人事異動に伴う人件費：961千円
・診療所玄関西側屋根に雪庇除けフェンス設置：961千円他
・補正額：1,926千円

◆令和４年度　栄村介護保険特別
会計補正予算（第１号）

・介護報酬改定に伴う介護保険料算定用システム改修：214千円
・昨年度交付金等確定による返還金：4,453千円
・補正額：4,667千円

◆令和４年度　栄村スキー場特別
会計補正予算（第１号）

・センターハウス入口自動ドアの修繕及び１階男子トイレ小便器交換による
修繕
・補正額：700千円

◆令和４年度　栄村ケーブルテレ
ビ特別会計補正予算（第２号）

・CATV保守工事および千曲川堤防工事に係るCATV移設工事
・補正額：717千円

◆令和４年度　栄村簡易水道事業
会計補正予算（第２号）

・人事異動に伴う人件費および漏水していた水道管の修繕費
・補正額：3,906千円

　令和３年度の一般会計決算・特別会計決算については、議員全
員起立（賛成）により認定されました。
※詳細については、広報さかえ10月号（第467号）６ページから
８ページを参照して下さい。

区　分 一般会計 特別会計（11会計）

歳入額 33億5,581万円 10億6,495万円

歳出額 30億 790万円 10億3,997万円



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊栄 村 議 会 報（17） 令和４年11月１日

案　件　名 内　　容

◆令和４年度　栄村下水道事業会
計補正予算（第１号）

・当初予算策定時は額の確定していない項目があることから「事業開始予定
貸借対照表」を作成した。令和３年度決算で未収金等の額が確定したこと
により数値を修正し、令和４年４月１日の「事業開始貸借対照表」に改めた

◆栄村国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について

・税率の低い保険者の税率を引き上げる際に、保険税負担の軽減を図るた
　め、医療費分の均等割と平等割について、前年度の５パーセント以上増額
になる場合、その５パーセントを超える分について課税減税を行うもの。
長野県の方針で、令和９年度までに２次医療圏（北信広域連合の圏内）で
の税額の均等化を進めている。これに基づき本村でも今年度改正を行い保
険税率等を引き上げたが、低所得被保険者の負担軽減をはかるための課税
免除を行うため条例の改正を行うもの

◆栄村震災復興特別基金条例を廃
止する条例の制定について

・県から交付された復興交付金で基金造成し、事業を実施してきたが令和３
年度で計画期間が終了し、基金残高も無くなったことから基金条例を廃止
するもの

◆栄村特別会計条例の一部を改正
する条例の制定について

・本年度から、簡易水道事業、生活排水処理事業、農業集落排水事業は地方
公営企業法を適用しているが、令和３年度決算報告をもって、簡易水道、
生活排水処理、農業集落排水の特別会計が終了することから、栄村特別会
計条例から、この３つの特別会計を削除するもの

◆令和４年度　栄村村民住宅建設
工事請負契約の締結について

・相 手 方：株式会社　サンタキザワ
・契約金額：220,000千円

◆栄村過疎地域持続的発展市町村
計画の変更について

・緊急治水対策プロジェクト事業の実施により、箕作集落内の住宅用地の整
備やそれに伴う道路、水路、水道施設等の整備が行われることから、これ
までの計画の本文中にこれらの事業が未掲載となっているので、事業の追
加・修正について提案するもの

◆人権擁護委員候補者の推薦につ
いて

・大
おお

庭
ば

　光
てる

一
かず

氏（箕作）

◆令和４年度　栄村予算推移◆
区　　分 当初予算 ４月補正 ６月補正 ９月補正 予算総額 増減額 増減率％ 構成比

一 般 会 計 2,895,000 73,447 59,241 16,426 3,044,114 149,114 105.15
特　別　会　計

国 民 健 康 保 険
（事業勘定） 227,545 227,545 0 100.00 23.6%

国 民 健 康 保 険
（施設勘定） 122,527 4,400 1,926 128,853 6,326 105.16 13.4%

秋 山 診 療 所 3,919 3,919 0 100.00 0.4%
後期高齢者医療 30,466 30,466 0 100.00 3.2%
介 護 保 険 406,979 4,667 411,646 4,667 101.15 42.7%
介 護 サ ー ビ ス 7,869 7,869 0 100.00 0.8%
ス キ ー 場 112,414 700 113,114 700 100.62 11.7%
ケーブルテレビ 30,275 2,145 7,170 39,590 9,315 130.77 4.1%
特 別 会 計 合 計 941,994 963,002 21,008 102.23

公営企業会計
簡 易 水 道 事 業 110,522 26,830 3,906 141,258 30,736 127.81
下 水 道 事 業 16,677 16,677 0 100.00
公営企業会計合計 127,199 157,935 30,736 124.16

単位：千円	
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陳情　審査結果

総 務 文 教
常任委員会

１．村民が希望の持てる村政施策を進めるため、自主財源、交付税の安定的確保に努め、財政調整基
金を含むすべての基金の使途に関しては、必要性が妥当で適切か判断し進めること。

２．歳出科目についてはより計画的、効率的、公平に対応し、少ない経費でより多くの効果を得られ
るよう方策を講じること。

３．予算の樹立に向けては、前年度の成果をもとに計画を立て、主要施策の効果を明記すること。
４．防災・減災に努め情報を発信し、常に村民に寄り添える体制を整え、地域の安心、安全に努める

こと。　　
５．地域の活性化を図るため、移住を含めた人口減少問題を重要施策と位置付け、積極的に取り組む

こと。
６．教育環境の更なる充実を図り、未来を拓く子どもたちの育成に努めること。
７．新型コロナウイルス感染症対策を通じ、村民の健康不安や感染者に万全の対策を講じ、村内経済

対策を積極的に行うこと。

産 業 社 会
常任委員会

１．新型コロナ感染症は変異を繰り返しながら、令和５年度においてもなお対策を要することとなる
可能性が大きい。感染症対策に万全を期す措置を講じられたい。

２．令和５年度は「第６次栄村総合振興計画後期基本計画（令和４～８年度）」の２年目となる。予
算の編成は、「後期基本計画」の令和５年度における実施目標を明示して、行われたい。

３．若者の定住・移住の拡充を引き続き、重点施策とされたい。とくに、対外的な広報・アピールの
充実を重視されたい。

４．農業・農村振興の施策においては、中山間地域等直接支払制度における加算措置の一層の拡充を
めざすとともに、いわゆる農村RMOの形成に係る積極的な予算措置を講じられるよう、農水省・
長野県への働きかけを早々に進められたい。

５．林業施策の一層の拡充・充実を行うとともに、森林整備保全・林業拡充に関する村民への広報の
充実を図られたい。

６．村所有観光施設の計画的な維持・運営に努められたい。
７．国民健康保険、介護保険、社会福祉関係施設の持続可能な運営に努めるとともに、「いつまでも

集落で生き生きと暮らせる」環境づくりの施策を充実されたい。
８．３ヶ年にわたる希少動植物調査の成果をふまえて、栄村の自然環境保護、生物多様性・生態系の

保全にむけた次のステップに踏み出す施策を講じられたい。

◆令和4年度 栄村事業計画（予算樹立）に関する提言書を村当局へ提出◆

陳情件名 陳 情 事 項 陳 情 者 審査結果

「へき地教育振興法
に鑑み、へき地手当
等支給率を近隣県並
みの水準に戻すこ
と」を長野県知事に
求める陳情書

１．へき地手当およびへき地手当に準じる手当の支給率
を、教育の機会均等と教育水準の向上をはかるため、
都市部との格差、いわゆる相対的へき地性がいっそ
う拡大している実情を十分把握しつつ、近隣県との
均衡を勘案し、2005年度以前の水準に戻すこと。

長野県教職員組合
栄村教職員組合
執行委員長

栗岩　淳

趣旨採択

「『さらなる少人数学
級推進と教育予算の
増額』と『義務教育
費国庫負担制度の堅
持・拡充』を求める
意見書」採択を求め
る陳情書

１．どの子にもゆきとどいた教育をするため、さらなる
少人数学級推進と教育予算の増額をすること。また、
複式学級の学級定員を引き下げること。

２．教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要
不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率
を２分の１に復元するなど拡充すること。

栄村教職員組合
執行委員長

栗岩　淳

採　択
（意見書
として国
へ提出）
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い
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
温
泉
宿
泊
施
設
は
公
の
も
の
と

し
て
、
村
民
に
必
要
な
施
設
と
し
て
、
ま
た

村
民
に
期
待
さ
れ
る
施
設
と
し
て
の
見
極
め

を
大
事
に
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
運
営
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
様
々
な
角

度
か
ら
今
後
の
姿
を
探
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
温
泉
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
は
人
気

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
東
部
地

域
に
も
温
泉
施
設
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
様
の
人
気
が
出

る
と
考
え
る
。
秋
山
郷
の
み
な
ら
ず
、
東
部

地
域
の
活
性
の
た
め
に
人
的
交
流
を
進
め
、

移
住
等
、
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
、
東
部
地

区
に
キ
ャ
ン
プ
場
の
創
設
を
計
画
に
組
み
入

れ
ら
れ
な
い
か
。

村
長
北
野
天
満
温
泉
の
温
泉
棟
の
改

修
、
ま
た
土
合
橋
ま
で
の
北
野
か

ら
の
道
路
改
良
等
の
計
画
が
あ
る
が
、
温
泉

棟
の
改
修
や
道
路
改
良
を
し
た
だ
け
で
は
観

光
的
発
展
性
は
乏
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
キ

ャ
ン
プ
の
こ
と
を
含
め
、
ま
た
噴
出
す
る
地

下
水
の
活
用
、
周
囲
の
山
林
や
施
設
の
木
材

活
用
な
ど
今
ま
で
と
違
っ
た
姿
を
想
像
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
天
神
様
、
学

問
の
湯
等
北
野
天
満
温
泉
エ
リ
ア
の
東
部
地

域
の
拠
点
と
し
て
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

質
問
ト
マ
ト
の
国
、
北
野
天
満
温
泉
、

の
よ
さ
の
里
、
雄
川
閣
、
村
内
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
、
村
の

村
益
、
本
村
の
力
量
、
施
設
の
必
要
性
な
ど
、

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
抜
本
的
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

実
施
計
画
で
は
、
温
泉
宿
泊
施
設
指
定
管

理
委
託
と
し
て
い
る
が
、「
４
つ
の
施
設
は

少
し
多
い
」と
い
う
村
民
の
声
を
聞
く
中
で
、

村
は
今
後
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
取
り
組
む

の
か
。

村
長
村
民
の
皆
様
に
お
い
て
も
、
色
ん

な
意
見
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
全
員
が
賛
成
で
物
事
が
全
て
進
む
と
い

う
こ
と
は
な
か
な
か
無
い
が
、
色
々
な
意
見

を
受
け
止
め
な
が
ら
、
歴
史
、
地
域
の
関
わ

り
、
施
設
の
利
用
状
況
、
関
係
す
る
雇
用
、

財
政
的
な
こ
と
も
含
め
総
合
的
に
判
断
し
て

村　長

色
々
な
意
見
を
受
け
止

め
な
が
ら
総
合
的
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。

４
つ
の
温
泉
宿
泊
施
設
は

少
し
多
い
の
で
は
な
い
か
。

島
田
伯
昭
議
員

実
施
計
画
（
Ｒ
４
～
６
）
に

つ
い
て

す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
の
が
率
直
な
実

感
。
い
ず
れ
に
し
て
も
新
し
い
過
疎
法
の
理

念
と
逆
行
す
る
流
れ
で
あ
る
と
も
感
じ
る
。

②
地
域
の
生
活
者
に
と
っ
て
は
、
飯
山
線
が

便
利
で
な
け
れ
ば
利
用
は
し
に
く
く
な
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
で
使
う
こ
と
は
時
間
的
ロ
ス
が
多

く
な
り
、
な
か
な
か
難
し
い
。
結
局
、
限
ら

れ
た
高
校
生
の
通
学
や
車
を
運
転
さ
れ
な
い

方
の
病
院
へ
の
通
院
等
が
利
用
の
実
態
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
朝
、
昼
、
夕
方
の
上
下
線

の
便
利
度
の
確
保
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
観

光
サ
イ
ド
か
ら
の
利
用
を
図
る
こ
と
が
沿
線

地
域
の
活
力
と
な
る
。
飯
山
線
が
沿
線
観
光

の
輝
き
を
発
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
的
存

在
と
な
れ
ば
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
Ｊ
Ｒ
事
業
者
か
ら
の
説
明
、
ま

た
長
野
県
と
し
て
も
動
き
が
出
て
く
る
。
沿

線
の
市
町
村
と
の
結
束
を
図
り
、
今
後
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

松
尾
10
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
全

線
開
通
す
る
。
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
非

常
に
景
色
が
い
い
と
こ
ろ
で
、
飯
山
線
と
繋

げ
る
と
全
国
的
に
見
て
も
価
値
の
あ
る
素
晴

ら
し
い
観
光
ル
ー
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
栄
村

か
ら
積
極
的
な
提
案
を
し
て
、
飯
山
線
沿
線

地
域
活
性
化
協
議
会
で
村
と
し
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
。

村
長
只
見
線
の
景
観
は
、
私
も
脳
裏
に

残
っ
て
い
る
。
飯
山
線
は
日
本
最

高
積
雪
地
点
を
通
る
こ
の
区
間
を
持
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
も
様
々
な
可
能

性
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

松
尾
①
国
交
省
検
討
委
員
会
の
提
言
と

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
情
報
の
公
表

に
つ
い
て
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

②
今
後
の
飯
山
線
の
活
用
、
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

村
長
①
鉄
道
は
公
共
性
が
非
常
に
高

く
、
市
場
原
理
主
義
は
そ
ぐ
わ
な

い
。
二
つ
目
に
、
旧
国
鉄
が
民
営
化
さ
れ
た

際
に
、Ｊ
Ｒ
は
公
的
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、

株
式
会
社
と
し
て
の
利
益
を
求
め
ら
れ
る
特

殊
で
難
し
い
企
業
に
な
っ
た
。
ま
た
、
道
路

網
が
整
備
さ
れ
て
、
車
が
生
活
に
欠
か
せ
な

く
な
っ
た
こ
と
で
、
国
鉄
時
代
と
異
な
る
公

共
性
の
弱
体
化
と
、
地
方
人
口
の
減
少
、
Ｊ

Ｒ
利
用
者
の
減
と
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
流
れ

と
な
る
こ
と
は
想
定
が
で
き
る
わ
け
で
、
開

き
直
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
だ
か
ら
ど
う

村　長

新
し
い
過
疎
法
の
理
念

と
逆
行
す
る
流
れ
で
あ

る
と
も
感
じ
る
。

国
交
省
検
討
委
員
会
の
提

言
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営

情
報
の
公
表
に
つ
い
て
、

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

松
尾
　
眞
議
員

Ｊ
Ｒ
飯
山
線
の
将
来
像
に
つ
い
て
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を
創
ろ
う
！
」
検
討
会
で
は
、
現
在
及
び
今

後
の
学
力
観
や
学
校
教
育
へ
の
願
い
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と
共
に
、

少
人
数
ゆ
え
に
個
を
大
切
に
し
、
栄
村
ら
し

い
教
育
の
あ
り
方
を
村
民
の
皆
さ
ん
が
熱
望

し
て
い
る
様
子
が
大
変
感
じ
ら
れ
有
難
い
。

③
需
要
の
高
ま
り
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

利
用
者
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
今
後
の
方

向
性
（
料
金
、
時
間
延
長
等
）
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

質
問
①
今
年
度
改
正
さ
れ
た
教
育
大
綱

に
、
重
層
教
育
体
制
の
整
備
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
必
要
性
は
。
②
栄
村

ら
し
い
教
育
で
、
こ
こ
に
暮
ら
す
厳
し
さ
や

こ
れ
に
打
ち
勝
つ
強
さ
を
取
り
入
れ
た
ふ
る

さ
と
学
習
が
必
要
で
は
。

教
育
長
①
重
層
教
育
体
制
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
活
動
の
失
敗
経
験

と
克
服
経
験
」
各
年
齢
の
学
び
の
機
会
に
こ

れ
ら
を
重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
進
化
し
た
学

び
に
繋
が
り
、
自
信
や
知
識
、
知
恵
と
い
っ

た
生
き
る
力
に
直
結
す
る
と
考
え
て
い
る
。

②
ふ
る
さ
と
学
習
は
、
学
習
の
柱
。
五
感
を

通
し
た
学
び
、
生
き
る
支
え
や
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
り
生
き
る
上
で
の
芯
に
な
る
部
分

を
育
て
ら
れ
る
一
番
の
活
動
時
間
で
あ
る
。

「
ふ
る
さ
と
栄
」
と
い
う
総
合
的
な
学
習
の

本
を
足
掛
か
り
に
先
生
方
に
も
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
等
の
活
動
に
十
分
ご
理
解
と

ご
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
。

秋
山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
始
め

ら
れ
た
こ
と
は
大
変
結
構
な
こ
と
だ
と
思

う
。
こ
の
理
念
を
尊
重
し
な
が
ら
公
民
館
も

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
。

　

の
よ
さ
の
里
に
つ
い
て
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク

や
各
種
事
業
を
展
開
す
る
舞
台
と
し
て
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
、
大
い
に
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長
公
民
館
の
本
館
、
分
館
と
い

う
位
置
付
け
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
、
人
権
教
育
、
社
会
教
育
の
分
野
で

は
弱
さ
は
感
じ
ら
れ
る
。
時
代
の
流
れ
、
人

口
減
少
、
高
齢
化
率
の
上
昇
を
考
え
れ
ば
、

現
在
の
姿
が
適
切
だ
と
思
う
。

　

分
館
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
力

を
注
い
で
い
る
。
よ
り
楽
し
く
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
き
る
た
め
の
公
民
館
活
動
に
シ
フ

ト
し
て
い
る
地
区
も
出
始
め
て
い
る
。

　

秋
山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
様
々
な

秋
山
の
暮
ら
し
を
考
え
、
実
行
に
移
せ
る
よ

う
に
話
し
合
い
の
中
心
的
役
割
を
担
う
会
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
秋
山
郷

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
理
念
に
つ
い
て
、
ま

さ
に
そ
れ
が
公
民
館
活
動
で
は
重
要
で
「
地

区
で
は
何
を
や
り
た
い
の
か
」
と
い
う
こ
と

を
教
育
委
員
会
で
は
強
く
求
め
て
い
る
。
協

議
会
が
さ
ら
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
民
館
は
サ
ポ
ー
ト
的

な
立
場
で
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問
①
教
育
施
政
方
針
か
ら
、
保
小
中

一
貫
教
育
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
異
年
齢
集
団
の
学
び
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
②
教
育
委
員
会
が
進

め
て
い
る
「
み
ん
な
で
学
校
を
創
ろ
う
！
」

に
つ
い
て
、経
過
と
今
感
じ
て
い
る
こ
と
は
。

③
益
々
利
用
が
増
え
る
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
「
今
年
度
検
討
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る

が
。教

育
長
①
一
貫
教
育
に
関
し
て
は
、

ま
だ
白
紙
の
状
態
。
今
後

様
々
な
選
択
肢
が
出
て
く
る
の
で
検
討
し
た

い
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
12
年
間
境
目
な
く
連
続

性
を
重
視
し
た
教
育
と
、
子
ど
も
同
士
の
関

り
や
考
え
方
が
多
様
に
な
り
、
上
級
生
が
下

学
年
に
対
し
て
優
し
く
接
し
、
思
い
や
り
を

持
っ
た
行
動
が
育
つ
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
下

学
年
が
上
級
学
年
に
頼
る
傾
向
が
増
加
し
て

主
体
性
の
面
が
劣
る
。
②
「
み
ん
な
で
学
校

質
問
公
民
館
は
社
会
教
育
法
に
基
づ
い

て
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福

祉
増
進
の
実
際
の
生
活
に
属
す
る
事
業
を
展

開
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

栄
村
で
は
、
過
去
に
本
館
と
分
館
の
公
民

館
活
動
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
新
し
く
分
館

の
位
置
付
け
を
独
立
し
た
公
民
館
と
し
て
現

在
に
至
る
。
課
題
や
利
点
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
か
。

　

秋
山
地
区
で
は
、
区
長
会
に
代
わ
っ
て
秋

山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」

を
理
念
に
進
も
う
と
し
て
い
る
。
公
民
館
と

し
て
の
関
わ
り
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

の
よ
さ
の
里
を
公
民
館
と
関
連
付
け
、
ジ

オ
パ
ー
ク
や
歴
史
・
文
化
、
鈴
木
牧
之
分
館

と
し
て
利
用
す
る
考
え
は
。

村
長
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
つ
く
る
」
と
い
う
理
念
の
下
で

教育長

教育長

利
用
者
の
声
を
吸
い
上

げ
な
が
ら
方
向
性
を
探

っ
て
い
く
。

サ
ポ
ー
ト
的
な
立
場
で
関

わ
っ
て
い
く
。

利
用
が
増
え
る
学
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

「
秋
山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

公
民
館
と
し
て
の
関
わ
り
は
。

保
坂
良
徳
議
員

相
澤
博
文
議
員

教
育
施
政
方
針
に
つ
い
て

公
民
館
に
つ
い
て
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で
食
堂
が
３
店
舗
あ
っ
た
が
、
今
は
い
ず
れ

も
閉
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
条
件
が
合
え

ば
貸
し
て
く
れ
る
店
舗
が
２
軒
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
空
き
店
舗
と
商
売
し
た
い
人
を
、
村

政
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
な
い
か
。

村
長
食
堂
や
そ
の
他
商
店
、
民
宿
な
ど

の
村
内
の
事
業
者
に
お
い
て
、
後

継
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
継
続
で
き
ず

廃
業
と
な
る
事
業
者
が
い
て
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
人
口
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
は
事
実

だ
。
起
業
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
思

い
や
事
業
者
の
見
解
は
一
様
で
な
い
。
例
え

ば
、
村
内
の
国
道
沿
線
に
お
い
て
も
食
堂
が

本
当
に
少
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
に
至
る
ま
で

の
経
過
も
個
々
様
々
で
あ
っ
て
、
行
政
が
関

わ
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
関
係
情
報

発
信
や
該
当
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
政
と
し

て
現
実
的
な
と
こ
ろ
と
考
え
る
。

商
工
観
光
課
長
事
業
承
継
に
つ
い
て

は
、
県
の
サ
ポ
ー
ト

機
関
で
も
支
援
し
て
お
り
、
創
業
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
栄
村
で
田
舎
暮
ら
し
」サ
イ
ト
に
、

事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
方
や
そ
の
内
容
を
紹

介
す
る
こ
と
は
移
住
者
の
就
業
へ
の
近
道
と

な
る
の
で
、
ど
う
い
う
掲
載
の
仕
方
が
良
い

の
か
、
担
当
課
と
も
調
整
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

建
設
課
長
移
住
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
「
栄
村
田
舎
暮
ら
し
ガ

イ
ド
」
に
つ
い
て
は
、１
０
０
０
部
作
製
し
、

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
県
事
務
所
な
ど
県

内
外
10
か
所
に
配
置
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

る
。「
栄
村
で
田
舎
暮
ら
し
」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
８
月
ま

で
で
、一
万
回
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
問
雪
害
対
策
救
助
員
の
対
象
世
帯
が

１
６
３
世
帯
で
、
全
世
帯
の
20
％

道
踏
み
支
援
の
対
象
世
帯
は
88
世
帯
で
全
世

帯
の
11
％
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
救
助

員
数
は
適
正
か
。
道
踏
み
支
援
員
の
確
保
が

難
し
い
地
域
も
出
て
来
て
い
る
。
事
業
の
財

源
は
、
過
疎
債
、
県
補
助
金
を
充
当
し
て
い

る
が
、
豪
雪
は
災
害
と
い
う
観
点
か
ら
財
政

支
援
の
拡
充
を
国
、
県
に
強
く
増
額
要
望
す

べ
き
で
あ
る
。

村
長
昨
年
度
の
雪
害
対
策
救
助
員
は
18

人
で
、
補
助
員
５
人
の
体
制
。
人

員
は
、
早
期
の
募
集
で
確
保
を
目
指
し
て
い

る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
満
足
で
き
る
充
当

に
は
程
遠
く
、
引
き
続
き
増
額
の
要
望
活
動

を
続
け
た
い
。
道
踏
み
支
援
員
の
確
保
が
難

し
い
地
域
で
は
、
各
集
落
や
団
体
等
へ
お
願

い
す
る
な
ど
早
め
の
対
応
に
努
め
た
い
。

質
問
今
、
栄
村
の
問
題
の
一
つ
に
産
業

が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
村
政
と
し
て
、
積
極
的
な
産
業
促
進
策

が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
事
業
継
承
促

進
と
創
業
促
進
で
あ
り
、
そ
の
積
極
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
政
が
行
う
こ
と
だ
。
行
政
が
継

承
者
を
求
め
て
い
る
村
内
事
業
者
や
、
創
業

の
可
能
性
の
あ
る
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、

村
内
外
に
対
し
、
事
業
継
承
や
創
業
を
希
望

す
る
人
が
い
な
い
か
呼
び
か
け
、
両
者
を
つ

な
ぐ
。

　

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
呼
び
か
け
を
、
移
住

希
望
者
に
対
し
て
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
。
こ
れ
は
全
国
的
に
は
珍
し
く
な
く
、
先

行
事
例
は
い
く
つ
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
秋
山
地
区
に
は
10
年
ほ
ど
前
ま

質
問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
で
、
新

し
い
生
活
様
式
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等

地
方
移
住
を
可
能
と
す
る
柔
軟
な
働
き
方
が

社
会
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
地
方
の
良
さ
が

見
直
さ
れ
、
農
山
村
へ
の
関
心
が
増
え
て
い

る
。

　

栄
村
へ
の
移
住
実
績
、
移
住
相
談
体
制
の

強
化
や
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
進
め
る
か
伺
う
。

村
長
栄
村
へ
移
住
さ
れ
た
方
は
、
令
和

２
年
度
に
お
い
て
、
２
組
３
名
、

３
年
度
は
３
組
５
名
、
４
年
度
４
組
７
名
で

あ
る
。
相
談
窓
口
は
、
建
設
課
定
住
住
宅
係

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
、
こ
れ
を
原
則
と
し

て
い
る
。

　

移
住
は
、
生
活
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
な

ど
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、例
え
ば
、

「
栄
村
移
住
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
も

こ
れ
か
ら
は
、
存
在
し
て
も
い
い
と
思
う
。

専
門
的
な
相
談
員
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

村　長

村　長

関
係
情
報
発
信
や
該
当
者

へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
政
と

し
て
現
実
的
な
と
こ
ろ
。

相
談
窓
口
は
、
建
設
課

定
住
住
宅
係
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
体
制
。

事
業
継
承
促
進
と
創
業

促
進
に
対
し
、
村
政
と

し
て
の
積
極
的
な
サ
ポ

ー
ト
が
必
要
。

移
住
相
談
体
制
の

強
化
を
。

山
上
宏
晃
議
員

保
坂
眞
一
議
員

事
業
継
承
・
創
業
促
進
策
と

人
口
増
化
策
に
つ
い
て

移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

克
雪
対
策
つ
い
て
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栄村議会全員協議会報告
◎令和４年４月から９月までの「議会全員協議会」で協議された項目内容を
お知らせします。

議長提出の全員協議会 議会の計画や課題について議員全員で協議する場です。基本的に
月一回開くことにしています。

開 催 日 内　　　容

４月26日
㈫

◎　発議第２号について
　　ロシアによるウクライナ軍事侵攻について強く非難し、戦争犯罪について徹底弾劾して即時停戦

を求める決議を臨時議会で発議することについて承認されました。
◎　今後の予定について
　　・５月議会全員協議会　５月11日㈬
◎　その他
　　・村から依頼のあった各審議会等委員について下記のとおり推薦しました。
　　　（審議会等名）　　　　　　　　　　　　　　　　　（推薦委員）
　　　栄村福祉審議会委員　　　　　　　　　　　　　　松尾　眞
　　　栄村民生委員推薦委員　　　　　　　　　　　　　松尾　眞、島田伯昭
　　　栄村地域包括支援センター運営協議会委員　　　　島田伯昭
　　　栄村農政審議会　　　　　　　　　　　　　　　　松尾　眞

５月11日
㈬

◎　６月定例会について
　　５日間：６月13日㈪～17日㈮　　議会運営委員会　６月６日㈪
◎　その他
　　・中津川切明地域土砂崩落について
　　　５月９日に中津川の切明地域右岸において発生した大規模土砂崩落について相澤議員から報告

を受け、全員協議会終了後適切な対応を行うよう村に申し入れました。
　　・雄川閣等について
　　　雄川閣等の公の施設についてのあり方を今後も全員協議会で考えていくこととしました。

６月13日
㈪

◎	 切明崩落地の対応等について
　　５月の全員協議会終了後に村に申し入れた切明土砂崩落について、今後の村の対応を建設課長か

ら説明を受け、上部の村道を通行する観光客や釣り客などの安全対策や切明や屋敷の旅館等経営
者に有事の際に速やかに連絡が入る体制としてほしいと申し入れました。

◎	 新型コロナウイルスワクチン４回目接種について
　　60歳以上を対象としたコロナワクチン４回目接種の目的と接種の日程などについて民生課長から

説明を受けました。
◎	 マスク着用の目安について
　　マスクの着用の目安について総務課から下記のように説明を受けました。
　　　（場面に応じて着用を）
　　　・屋内にいるときや、２ｍ程度の距離を取れない時はマスクを着用しましょう。
　　　・屋外でもイベントなどで人が多い場合はマスクを着用しましょう。
　　　・どんな場面に遭うか分からないので常にマスクは持ち歩きましょう。
◎	 今後の予定について
　　・７月全員協議会　７月14日㈭
◎	 その他
　　・雄川閣の抱える課題として、指定管理の選定方法、現在の雄川閣の立ち位置、秋山地域として

の課題について議論を進めました。
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開 催 日 内　　　容

７月14日
㈭

◎　雄川閣等について
　　議員全員から意見を聞き、切明地区における観光地としてのあり方やそれぞれの施設の経営の違

いなどの再確認を行い、のよさの里を含めた秋山地区全体の公の施設としての活用や観光地とし
ての今後については、秋山地域としてどんな考えでどのように進めていくのかが重要であると確
認しました。

◎　今後の予定について
　　・８月全員協議会　８月９日㈫

８月９日
㈫

◎　９月定例会について
　　11日間：９月２日㈮～12日㈪　　議会運営委員会：８月25日㈭
◎	 雄川閣等について
　　７月全員協議会での確認から、秋山郷地域づくり協議会が住民から意見を聴取し、その内容から

地元としての考えをまとめ、村に提案したいとの報告がありました。
　　また、これまでの指定管理で不明瞭な手続きがある点などを担当からお聞きしたく、９月に商工

観光課との懇談をすることを確認しました。

９月５日
㈪

◎	 雄川閣等について
　　商工観光課の課長及び担当係長から、今までの指定管理の手続きなどについて懇談を行いました。

確認したのは主に下記についてです。
　　・指定管理するにあたって、営業形態に営業日数などの指定があったかどうか
　　・最初の指定管理期間（３年間）の実績と評価の実施について
　　・なぜ今年は雄川閣だけ１年の指定管理になったのか
◎	 特別豪雪地帯指定市町村議会総会議題について
　　栄村の豪雪対策として下記の事項を県に要望、陳情することを確認しました。
　　１．県道秋山郷森宮野原（停）線の改良と通年施行について
　　　・五宝木～極野間の未改良区間の早期改良　
　　　・長瀬～笹原間の法面のスノーシェッド等による恒久対策
　　２．県道長瀬横倉（停）線の改良について
　　　・長瀬～原向間の狭隘箇所の改良促進
　　　・長瀬～老人福祉センター間、県境付近の改良促進
　　３．国道117号線の冬期対策について
　　　・平滝地籍の無散水融雪工の整備促進
　　　・平滝地籍の冬期歩道確保対策
◎	 今後の予定
　　・10月全員協議会　10月17日㈪


